
議案第1号 「練馬区立小学校および中学校の学校医、学校歯科医ならびに学校

薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例」の制定

依頼について (資料１）

請　願 ・ 陳　情

令和4年陳情第1号 ゲノム編集食品・植物を学校で使用しないことなどを求める

陳情書〔継続審議〕

感染対策としての「黙食」中止を求める請願

旭丘・小竹地区における新たな小中一貫教育校の設置について〔継続審議〕

令和４年度教育に関する事務の管理等に係る点検・評価について〔継続審議〕

令和４年度「お祝いの言葉」について (資料２）

令和４年第四回練馬区議会定例会における一般質問要旨について (資料３）

令和４年第四回練馬区議会定例会予算特別委員会における質問項目について (資料４）
その他
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令和5年1月13日(金)
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１ 議　案

(1)

２
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(2) 令和4年請願第1号

 午前10時00分から

  第 １ 回教育委員会定例会　案件表



 

議案第１号 

 

 

 「練馬区立小学校および中学校の学校医、学校歯科医ならびに学校薬剤師

の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例」の制定依頼について 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

 

 令和５年１月１３日 

 

    提出者 教育長  堀  和 夫 

 

 

 

 「練馬区立小学校および中学校の学校医、学校歯科医ならびに学校薬剤師

の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例」の制定依頼について 

 

 

 

 このことについて、別紙のとおり制定を練馬区長あて依頼するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



令 和 ５ 年１ 月 13日  

教育振興部保健給食課 

 

 練馬区立小学校および中学校の学校医、学校歯科医ならびに学校薬剤師の公務災害 

補償に関する条例の一部を改正する条例 

 

１ 改正の理由 

  都立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部改

正に伴い、休業補償等に係る補償基礎額について、東京都との均衡を図るため、所要の

改正を行う。 

 

２ 改正の内容 

   休業補償等の額の算定の基礎となる補償基礎額を改定する。（別表関係） 

⑴ 経験年数５年未満の場合 

   ア 学校医および学校歯科医  7,059円 → 7,194円 

   イ 学校薬剤師    6,135円 → 6,240円 

⑵ 経験年数５年以上10年未満の場合 

   ア 学校医および学校歯科医  8,730円 → 8,820円 

   イ 学校薬剤師    7,215円 → 7,260円 

⑶ 経験年数10年以上15年未満の場合 

   ア 学校医および学校歯科医  11,448円 → 11,481円 

   イ 学校薬剤師     8,937円 →  8,943円 

  

３ 施行期日 

公布の日 

 







































 

令 和 ５ 年 １ 月 13日 

教育振興部教育指導課 

 

令和４年度「お祝いの言葉」について 

 

 令和４年度練馬区立幼稚園の修了式ならびに練馬区立小学校、中学校および

小中一貫教育校の卒業式にあたり、「お祝いの言葉」（案）を作成したので報

告する。 

記 

 

１ お祝いの言葉（案） 

⑴ 幼稚園  ・・・・・・・・・・・・・・・・  別紙１ 

⑵ 小学校  ・・・・・・・・・・・・・・・・  別紙２ 

⑶ 中学校  ・・・・・・・・・・・・・・・・  別紙３ 

⑷ 小中一貫教育校大泉桜学園  ・・・・・・・  別紙４ 

 

２ 修了式および卒業式の日程 

⑴ 幼稚園  ・・・・・・・・・ 令和５年３月16日（木） 

⑵ 小学校  ・・・・・・・・・ 令和５年３月24日（金） 

⑶ 中学校  ・・・・・・・・・ 

令和５年３月17日（金） 
⑷ 小中一貫教育校大泉桜学園・・ 

  

 

 

 



 
お祝いの言葉（幼稚園）（案） 

 
○○幼稚園、年⻑組の皆さん、修了おめでとうございます。 
今、皆さんは、園⻑先⽣から修了証書をいただきました。修了証書を受け取る皆さんの姿は、⼤変⽴派で

した。園⻑先⽣や担任の先⽣、そしてご家族の⽅も、とても喜ばれていることと思います。 
 
皆さんは○○幼稚園で過ごす中で、自分のことは自分でする、友達と仲よくする、時には我慢するなど、

いろいろなことを学んで、たくさんのことができるようになりました。友達と楽しく過ごしたこの２年の間
に、背が伸び、力もついて、心も体も⼤きく育ちました。先⽣⽅から教えていただいたことや、友達と協力
してがんばったことは、これからの⽣活できっと役に⽴つはずです。 

４月になると皆さんは、小学校に入学します。小学校では、国語や算数など、いろいろなことを勉強しま
す。いろいろな勉強をしていく中で、好きなことや得意なことをたくさん増やし、自分の力にしてください。 

また、友達と一緒に、広い校庭や体育館で遊んだり運動したりすることができます。小学校のお兄さんや
お姉さんも、皆さんが入学してくることをとても楽しみに待っています。新しいお友達をたくさんつくって、
みんなと仲良く、元気に学校に通ってください。 

 
保護者の皆様、お子さまの幼稚園の修了、真におめでとうございます。コロナ禍においては、様々な教育

活動に制限がありましたが、こうして健やかに成⻑されたお子さまを前に、喜びもひとしおのことと存じま
す。幼稚園では園児の思いや願いを⼤切にしながら、教育の充実に努めてまいりました。 

練馬区では、幼児教育と小学校教育の円滑な接続を図るために教員研修を実施するほか幼稚園、保育園と
小学校との協議の場を設けるなど連携を進め、育ちと学びの連続性を⼤切にしております。一人ひとりのお
子さまが小学校においても、幼稚園で身に付けたことを基に、それぞれの良さを十分に発揮して、心豊かに、
たくましく成⻑されますことを心より願っております。 

結びにあたり、入園以来、優しく、時には厳しく、子供たちの教育にご尽力いただいた園⻑先⽣をはじめ、
教職員の皆様、そして本園の教育を支えてくださいました保護者、地域の皆様に、心からお礼を申し上げ、
お祝いの言葉といたします。 

 
令和５年３月 16 日 

練馬区⻑ 前川燿男 
練馬区教育委員会 



 
お祝いの言葉（小学校）（案） 

 
卒業⽣の皆さん、本日ここに、小学校の全課程を修了し、卒業の日を迎えられましたことを心からお祝い

申し上げます。 
 さて、皆さんはケヤキやキンモクセイという植物の名を聞いたことがありますか。これらは、練馬区名誉
区⺠の牧野 富太郎（まきのとみたろう）博⼠によって名付けられた植物です。牧野博⼠は⽣涯を通して 40
万点の植物の標本を収集し、約 1,500 種もの植物に名を付けました。牧野博⼠は晩年、練馬区の東⼤泉に居
住され、その住居は現在「牧野記念庭園」として整備され公開されています。牧野博⼠の⽣涯をテーマとし
た NHK 連続テレビ小説「らんまん」が来月から放映されます。本日は「日本の植物分類学の父」と呼ばれ
る牧野博⼠について、お話をします。 

 
牧野博⼠は⽂久２年（1862 年）に⽣まれ、幼い頃に両親を病気で亡くし、⾼知県で祖⺟に育てられまし

た。当時、牧野博⼠が暮らしていた所には様々な植物が⽣息していて、一つとして同じ形がない植物に興味
をもちました。牧野博⼠は十歳から寺子屋で様々な学問を学び、住んでいた地域に小学校が出来たときには、
小学校で学ぶ内容を理解している状況でした。そのため、牧野博⼠は小学校には行かず、自分の興味関心が
あるもの、幼い頃から⼤好きだった植物について、独学で植物の勉強を始めました。牧野博⼠は成⻑するに
つれ、専門的な植物の知識を学びたい、日本の様々な植物をたくさんの人に伝えたいと思うようになりまし
た。そうしていた時、牧野博⼠の熱意に心を打たれた⼤学教授から研究室への出入りを特別に許可され、東
京帝国⼤学、現在の東京⼤学で植物の勉強を始めることができるようになりました。 

牧野博⼠は国内の様々な地域に出向き、名付けられていない植物を見付けては、植物の成り⽴ちなど一つ
一つ細かく絵に描き、本にまとめて発表していきました。やがて、牧野博⼠の数々の発見は世界からも注目
されはじめました。そして、牧野博⼠は 65 歳の時に、投稿した論⽂が認められ「理学博⼠」となりました。
苦しい状況の中にあっても、自分の研究が日本の植物学界全体の発展につながると強く信じ、⽣涯を通して
日本の植物分類学の礎を築いたのです。 
 

卒業⽣の皆さんにとって新型コロナウイルス感染症が拡⼤したこの３年間は、様々な制限がある中にあ
っても今できることに挑戦し続けてきたことと思います。皆さんには、自分が⽣涯にわたって全力で取り組
める夢や目標に向かって進んでほしいと思っています。そして、その実現に向けた歩みの中で、たとえ困難
な状況に遭ったとしても、牧野博⼠のように強い信念と情熱をもって、あきらめずに物事に取り組む、学び
続ける人であってほしいと願っています。 
 

保護者の皆様、お子様のご卒業、真におめでとうございます。お子様が練馬区の小学校で学んだことは、
これからの社会⽣活の中で、主体的に⽣きてゆくための⼤きな力になるものと確信しております。 

結びにあたり、これまで熱意をもって児童をご指導いただきました校⻑先⽣をはじめ、教職員の先⽣⽅、
本校の教育を理解し、温かいご支援ご協力をいただきました保護者や地域の皆様、そして、児童のためにご
尽力いただきました全ての⽅々に、心から感謝を申し上げ、お祝いの言葉といたします。  

 
令和５年３月 24 日 

練馬区⻑ 前川燿男 
練馬区教育委員会 



 
お祝いの言葉（中学校）（案） 

 
卒業⽣の皆さん、本日ここに、中学校の全課程を修了し、卒業の日を迎えられましたことを心からお祝い

申し上げます。 
 さて、皆さんはケヤキやキンモクセイという植物の名を聞いたことがありますか。これらは、練馬区名誉
区⺠の牧野 富太郎（まきのとみたろう）博⼠によって名付けられた植物です。牧野博⼠は⽣涯を通して 40
万点の植物の標本を収集し、約 1,500 種もの植物に名を付けました。牧野博⼠は晩年、練馬区の東⼤泉に居
住され、その住居は現在「牧野記念庭園」として整備され公開されています。牧野博⼠の⽣涯をテーマとし
た NHK 連続テレビ小説「らんまん」が来月から放映されます。本日は「日本の植物分類学の父」と呼ばれ
る牧野博⼠について、お話をします。 

 
牧野博⼠は⽂久２年（1862 年）に⽣まれ、幼い頃に両親を病気で亡くし、⾼知県で祖⺟に育てられまし

た。当時、牧野博⼠が暮らしていた所には様々な植物が⽣息していて、一つとして同じ形がない植物に興味
をもちました。牧野博⼠は十歳から寺子屋で様々な学問を学び、住んでいた地域に小学校が出来たときには、
小学校で学ぶ内容を理解している状況でした。そのため、牧野博⼠は小学校には行かず、自分の興味関心が
あるもの、幼い頃から⼤好きだった植物について、独学で植物の勉強を始めました。牧野博⼠は成⻑するに
つれ、専門的な植物の知識を学びたい、日本の様々な植物をたくさんの人に伝えたいと思うようになりまし
た。そうしていた時、牧野博⼠の熱意に心を打たれた⼤学教授から研究室への出入りを特別に許可され、東
京帝国⼤学、現在の東京⼤学で植物の勉強を始めることができるようになりました。 

牧野博⼠は国内の様々な地域に出向き、名付けられていない植物を見付けては、植物の成り⽴ちなど一つ
一つ細かく絵に描き、本にまとめて発表していきました。やがて、牧野博⼠の数々の発見は世界からも注目
されはじめました。そして、牧野博⼠は 65 歳の時に、投稿した論⽂が認められ「理学博⼠」となりました。
苦境の中にあっても、自分の研究が日本の植物学界全体の発展につながると強く信じ、⽣涯を通して日本の
植物分類学の礎を築いたのです。 
 

卒業⽣の皆さんにとって新型コロナウイルス感染症が拡⼤したこの３年間は、様々な制限がある中にあ
っても今できることに挑戦し続けてきたことと思います。皆さんには、自分が⽣涯にわたって全力で取り組
める夢や目標に向かって進んでほしいと思っています。そして、その実現に向けた歩みの中で、たとえ困難
な状況に遭ったとしても、牧野博⼠のように強い信念と情熱をもって、あきらめずに物事に取り組む、学び
続ける人であってほしいと願っています。 
 

保護者の皆様、お子様のご卒業、真におめでとうございます。お子様が練馬区の中学校で学んだことは、
これからの社会⽣活の中で、主体的に⽣きてゆくための⼤きな力になるものと確信しております。 

結びにあたり、これまで熱意をもって⽣徒をご指導いただきました校⻑先⽣をはじめ、教職員の先⽣⽅、
本校の教育を理解し、温かいご支援ご協力をいただきました保護者や地域の皆様、そして、⽣徒のためにご
尽力いただきました全ての⽅々に、心から感謝を申し上げ、お祝いの言葉といたします。 

 
令和５年３月 17 日 

練馬区⻑ 前川燿男 
練馬区教育委員会 



 
お祝いの言葉（小中一貫教育校）（案） 

 
卒業⽣の皆さん、本日ここに、小学校・中学校それぞれの全課程を修了し、卒業の日を迎えられましたこ

とを心からお祝い申し上げます。 
 さて、皆さんはケヤキやキンモクセイという植物の名を聞いたことがありますか。これらは、練馬区名誉
区⺠の牧野 富太郎（まきのとみたろう）博⼠によって名付けられた植物です。牧野博⼠は⽣涯を通して 40
万点の植物の標本を収集し、約 1,500 種もの植物に名を付けました。牧野博⼠は晩年、練馬区の東⼤泉に居
住され、その住居は現在「牧野記念庭園」として整備され公開されています。牧野博⼠の⽣涯をテーマとし
た NHK 連続テレビ小説「らんまん」が来月から放映されます。本日は「日本の植物分類学の父」と呼ばれ
る牧野博⼠について、お話をします。 

 
牧野博⼠は⽂久２年（1862 年）に⽣まれ、幼い頃に両親を病気で亡くし、⾼知県で祖⺟に育てられまし

た。当時、牧野博⼠が暮らしていた所には様々な植物が⽣息していて、一つとして同じ形がない植物に興味
をもちました。牧野博⼠は十歳から寺子屋で様々な学問を学び、住んでいた地域に小学校が出来たときには、
小学校で学ぶ内容を理解している状況でした。そのため、牧野博⼠は小学校には行かず、自分の興味関心が
あるもの、幼い頃から⼤好きだった植物について、独学で植物の勉強を始めました。牧野博⼠は成⻑するに
つれ、専門的な植物の知識を学びたい、日本の様々な植物をたくさんの人に伝えたいと思うようになりまし
た。そうしていた時、牧野博⼠の熱意に心を打たれた⼤学教授から研究室への出入りを特別に許可され、東
京帝国⼤学、現在の東京⼤学で植物の勉強を始めることができるようになりました。 

牧野博⼠は国内の様々な地域に出向き、名付けられていない植物を見付けては、植物の成り⽴ちなど一つ
一つ細かく絵に描き、本にまとめて発表していきました。やがて、牧野博⼠の数々の発見は世界からも注目
されはじめました。そして、牧野博⼠は 65 歳の時に、投稿した論⽂が認められ「理学博⼠」となりました。
苦しい状況の中にあっても、自分の研究が日本の植物学界全体の発展につながると強く信じ、⽣涯を通して
日本の植物分類学の礎を築いたのです。 
 

卒業⽣の皆さんにとって新型コロナウイルス感染症が拡⼤したこの３年間は、様々な制限がある中にあ
っても今できることに挑戦し続けてきたことと思います。皆さんには、自分が⽣涯にわたって全力で取り組
める夢や目標に向かって進んでほしいと思っています。そして、その実現に向けた歩みの中で、たとえ困難
な状況に遭ったとしても、牧野博⼠のように強い信念と情熱をもって、あきらめずに物事に取り組む、学び
続ける人であってほしいと願っています。 
 

保護者の皆様、お子様のご卒業、真におめでとうございます。お子様が⼤泉桜学園で学んだことは、これ
からの社会⽣活の中で、主体的に⽣きてゆくための⼤きな力になるものと確信しております。 

結びにあたり、これまで熱意をもって児童⽣徒をご指導いただきました校⻑先⽣をはじめ、教職員の先⽣
⽅、本校の教育を理解し、温かいご支援ご協力をいただきました保護者や地域の皆様、そして、児童⽣徒の
ためにご尽力いただきました全ての⽅々に、心から感謝を申し上げ、お祝いの言葉といたします。  

 
令和５年３月 17 日 

練馬区⻑ 前川燿男 
練馬区教育委員会 
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令 和 ５ 年 １ 月 13日 

教育振興部教育総務課 

令和４年第四回練馬区議会定例会 一般質問要旨【教育委員会関係】 

 

◆ 教育について１  

 【質問】 

⑴ 約３年におよぶコロナ禍にあって、子供たちにコロナメンタルクライシスの兆候が見て

取れると指摘されている。区内の教育現場ではどのような現状を把握しているのか。また、

どのように対処しているのか伺う。 

⑵ 不登校についての分析では、コロナの影響で漠然とした不安や、生活リズムの乱れが指

摘されているが、私が指摘したいのは給食機会の重要性である。食事と会話は切り離せず、

子供たちの心と体をつくる土台となるものでもある。室内の喚気や配膳時のマスク着用、

うがい手洗いの励行などは必須だが、その上で、高学年であれば、感染しにくい形・食べ

方を自分たちでも考えさせるというように、日々の努力の積み重ねから、意外な突破口も

見いだせるのではないか。所見を伺う。 

【答弁】 

⑴ 全国学力・学習状況調査において、学校に行くのが楽しいと感じている練馬区の子供の

割合が、コロナ前の令和元年度との比較で、令和３年度は小学校では3.5ポイント、中学校

では２ポイント減少した。コロナ禍により様々な教育活動が制限されたことが、子供たち

に影響しているものと考えている。 

各学校では、気になる子供に対して、必要に応じて教職員やスクールカウンセラー、心

のふれあい相談員が面談を行うなど、きめ細かく対応している。また、日常においては体

験活動や協働的な学び、異学年交流等を積極的に取り入れ、子供が生き生きと主体的に取

り組む教育活動を充実させ、運動会や合唱祭、宿泊行事など、学校行事にも取り組んだ。 

今年度の調査結果では、学校に行くのが楽しいと感じている子供の割合は、小学校で２

ポイント、中学校で3.4ポイント上昇と、回復傾向にある。 

⑵ 現在、練馬区立学校（園）の感染予防ガイドラインでは、食事前後の手洗いを励行し、

飛沫を飛ばさず、向かい合わず、大声での会話を控えることとしている。各学校では、前

述のような様々な活動や行事を行うことにより、コミュニケーションの充実を図っている。 

感染状況や国・都の動向を注視しながら、引き続き児童生徒の心の安定と健全な育成に

取り組んでいく。 

 

◆ 教育について２  

 【質問】 

⑴ 不登校実態調査の結果を見ると、きっかけが教師との関係、友人との関係、学力の場合

など、原因別にどこに相談したか、不登校により何が不安だったかが分かれている。調査

結果では、半数近くが卒業後にも関わりを求めており、切れ目のない見守り体制の必要性

を感じる。所見を伺う。 

また、進学先での状況等の追跡調査を実施したら、今後、青年期のどの時期にどのよう

な支援によって寄り添いうるか、参考になると考える。今後の調査の充実と更なる支援の

充実に期待するが、区の所見を伺う。 

⑵ 小中学校にタブレットを配布完了してからおよそ２年が経過し、今や必然的なツールに

なっていると伺っている。子供たちの学びにどのような変化があったか、伺う。 

⑶ Society5.0と称される、高度に進歩した情報技術が生活の中に溶け込んだ、未来に生き

る子供たちの教育環境として、デジタル機器、loT機器、EdTechなど、子供たちが自発的に

未来に必要となる技術を体験し、その先を予測して学びの場に向かうことができるように、
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教育教材と教育環境の充実が必要であると考える。また、このことにより、学力向上およ

び個に応じた学びの促進を図ることができると考える。所見を伺う。 

【答弁】 

⑴ 区では、令和３年度から４年度までの２か年かけて、不登校を経験した中学校卒業者と

その保護者、区立小中学校教員およびフリースクールを対象に、アンケート、インタビュ

ーによる調査を実施した。本調査は、不登校の実態を体系的にまとめた、全国でも例を見

ない調査である。調査結果から、不登校経験者の約５割が、中学校卒業後に相談したいと

思ったことがあり、そのうち約６割が実際に支援につながっていることなどがわかった。 

学校教育支援センターでは、高校生年代の子供とその保護者を対象に相談・学習支援事

業を実施している。若者サポートステーションでは、若者を対象に居場所事業などを行っ

ている。中学校卒業後も支援が必要な子供に対しては、これらの事業を案内するなど、関

係部署が連携して支援している。現時点において追加調査を行う考えはないが、調査結果

を踏まえ、不登校対策方針の見直しに直ちに着手する。 

⑵ 学習指導要領では、急激に変化する予測困難な時代において、未来の創り手となる子供

たちには、解決すべき課題を自ら見いだし、主体的に考え、他者と積極的に関わりながら

困難を乗り越えていく力を身に付けることが求められている。 

学校においては、例えば、各自の考えをタブレットの画面上で即時に共有して、友達の

考えと比べたり感想を伝え合ったりすることで、自分の考えを深めていく活動を多く採り

入れている。また、小学校の児童会と中学校の生徒会がオンラインでいじめ問題の解決に

向けた取組を紹介し、よりよい方法について話し合うといった交流活動も行っている。こ

のような取組を通して、自ら考え自ら関わり合う主体性の育成を図っている。 

⑶ 令和６年度には、デジタル教科書の導入が予定されている。今後、デジタル教材の使用

方法やタブレットの通信環境を検証のうえ必要な方策を講じることにより、児童生徒一人

ひとりに応じたきめ細かな教育活動を推進していく。 

 

◆ 不登校対策について  

 【質問】 

⑴ 練馬区は、平成28年度から不登校児童生徒の居場所支援事業について、法人への委託を

開始しており、令和２年度までの５年間で、フリースクールの運営事業者などとの連携を

進め、適応指導教室の委託を実施し、民間活力導入による学習支援を充実させてきた。区

として、これまで進めてきた取組をどのように評価しているのか。また、今後の民間活力

導入の拡大についての考えを併せて伺う。 

⑵ 区は、増加している不登校児童生徒の実態を詳細に把握するため、昨年度から今年度の

２か年にわたり、独自に実態調査を行っている。今回の調査により、新たに見えてきた実

態や課題について伺う。また、この結果を今後の不登校対策にどのように反映させていく

のか、区の考えを伺う。 

⑶ 子供たちが一人一台タブレットを持つ時代になり、コロナ禍もあいまって、オンライン

授業の配信や、タブレットを通して議論を深める授業が行われるなど、学習の形が変わり

つつある。先日、戸田市の取組で、インターネット上の仮想空間「メタバース」を活用し

た、不登校児童への支援を開始したとの報道があった。ゲーム画面でキャラクターを動か

すような感覚で、自分に見立てたアバターがメタバースの世界にある教室や会議室などを

移動し、学習をし、アバター同士が会話する。学習機会の場を増やす、保証するためには、

こうした方法も有効だと考えられる。しかし、義務教育段階の学校が、時代の流れだから

とICTを活用した不登校対策に極端に舵を切ってしまって良いものか大きな疑問を感じる。 

学校は社会生活の基礎を培う場である。集団生活の中で学習を行い、子供同士が切磋琢

磨し、良いことも、悪いことも、楽しいことも、時には痛いことや、苦しいことを経験し、

広い校庭で体を鍛えて心身ともに成長する学び舎である。ICT教育が普及しだした今だから

こそ、大切にしなければならない学校教育の意義があるはずである。区の所見を伺う。 
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【答弁】 

⑴ 原因が複雑多岐にわたる不登校の対応には、経験豊かな民間事業者との連携が有効であ

る。区では、平成28年度から、居場所支援事業の委託を開始し、平成30年度には、発達障

害などにより特別な支援が必要な不登校児童生徒への支援を委託した。また、令和３年度

に上石神井地区に新設した適応指導教室では、教科学習のほか、体験活動や相談事業など

も委託し、不登校対策の充実を図ってきた。 

民間事業者の専門的な知見や豊かな経験により、小集団での学習が可能となり、体験活

動が難しい児童生徒への支援の充実が図られた。また、区内２カ所目の適応指導教室の開

設により、利便性が向上している。今後も、さらなる民間事業者の活用を検討していく。 

⑵ 区では、令和３年度から４年度まで２か年かけて不登校を経験した中学校卒業者とその

保護者、区立小中学校教員およびフリースクールを対象に、アンケート、インタビューに

よる調査を実施した。調査結果から、不登校の原因について当事者と学校との間に認識の

差異があること、不登校だった生徒の約７割は、学習の遅れや進路に不安があり、学習な

どへの支援を求めていたこと、フリースクールなどの民間事業者は、区や学校との情報共

有によるさらなる連携などを求めていることがわかった。本調査結果を踏まえ、不登校対

策方針の見直しに直ちに着手する。 

⑶ タブレット端末などのICT環境の整備により、習熟の程度に応じた個別学習や協働学習の

充実、遠隔地との交流授業などが可能となった。 

区では、ICT機器の活用拡大に向けて実践事例集の発行・活用や教員研修の充実を行うと

ともに、国が進めているデジタル教科書の実証事業に参加するなど、より効果的な活用に

ついて検証を進めている。 

ICTは利便性の向上や指導の効率化が期待される一方で、実感を伴った理解が得られにく

いといった課題も指摘されている。「練馬区教育・子育て大綱」の目標である「夢や目標

を持ち困難を乗り越える力を備えた子どもたちの育成」には、実体験を伴う学びの機会を

持つことは重要であると考えている。ICT機器の活用促進とともに、体験活動の一層の充実

を図っていく。 

 

◆ 教育・子ども支援について  

【質問】 

⑴ 中学校英語スピーキングテストについて、区内の受験生徒は何名で、不受験者の生徒は

何名だったのか。また、区はどのような配慮をするのか。 

  都は、不受験者には、スピーキングテストの受験者数から平均を類推点として与えると

のことだが、かえって合否の状況に影響を及ぼすことになる。 

  練馬区は、すでにGTECを活用した英語スピーキングテストを行っていることから有利の

ようだが、GTECを行っていない自治体もあることから、公平性に欠け、自治体間でも問題

になっていくのではないかと心配をしている。生徒たちや教育現場の混乱を招かないため

にも、スピーキングテストの結果を公立高校入試に使用しないよう、都に求めていくべき

ではないか。区の所見を伺う。 

⑵ ICT教育の実施状況および支援体制について、区の現在の状況と今後の対策を伺う。 

⑶ 区は「ヤングケアラー実態調査」を公表し、小学６年生419人7.8％、中学２年生273人

6.6％が、家族の世話をしているヤングケアラーであることがわかった。家族の介護には、

病気や障害を抱えたひとり親・認知症のある家族・障害のある兄弟の世話など、様々状況

がある。今後は、ヤングケアラーの状態の変化に合わせ、教育・子育て・福祉・保健の分

野で連携していくとしている。プッシュ型支援体制を急ぎ構築していただきたいが、どの

ような支援体制の構築をイメージされていくのか、区の所見を伺う。 

【答弁】 

⑴ 受験した生徒の数については、実施主体である東京都教育委員会から報告を受けていな

いため、答えられない。 
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テストを受けられなかった生徒に対しては、来年２月に行われる入試の得点を踏まえ、

当該生徒が不利にならないように取り扱う旨、都教委から説明を受けている。 

また、本テストは、日頃の授業で行っている言語活動と関連した出題内容で、学校での

授業で十分に対応できるものであるため、特定の試験の受験経験が有利になることはない

と、都教委から聞いている。 

都立高校の入試においては、学習指導要領で求められている「聞くこと」、「読むこ

と」、「書くこと」、そして「話すこと」の４技能の習得状況を測ることが重要であると、

都教委は説明している。練馬区教育委員会として、都教委に中止を求める考えはない。 

⑵ 令和２年度末にタブレットパソコンの児童生徒１人１台配備が完了し、昨年度から本格

的な活用が始まった。授業でICT機器を活用した頻度は着実に高くなっている。今年度は、

ICTを活用した学びの充実に向けて、４月に各校へ「教育ICT実践事例集」を配布するとと

もに、８月に教育ネットワークの回線を強化し、教員用タブレットパソコンを配備した。 

今後、令和６年度に予定されているデジタル教科書の導入を見据え、デジタル教材の使

用方法やタブレットの通信環境を検証のうえ、必要な方策を検討していく。引き続き、ICT

を効果的に活用し、児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな教育活動を推進していく。 

⑶ ヤングケアラーへの支援にあたっては、本人や家族の置かれている状況を把握し、関係

機関が共通認識のもと役割分担し、連携して支援することが必要である。新たに作成する

チェックシートなどを活用して早期の把握に努めるとともに、介護保険事業者やボランテ

ィア団体など、地域の関係者に発見や支援の協力を働きかけながら、各分野が連携した相

談支援体制を整えていく。 

 

◆ 学校給食の無償化と英語スピーキングテストについて  

 【質問】 

⑴ 国へ学校給食費を無償化するための財源を求めていただきたい。また、国が無償化する

まで、区として無償化に踏み出していただきたい。見解を伺う。 

⑵ 中学校英語スピーキングテスト（ESAT-J）の問題の１つは、公平性が保たれていないこ

とである。かつて文部科学省からも東京都教育委員会からも「業者テストに依存しない進

路指導」として業者テストを実施しない旨の通達が出ていたが、ESAT-Jは、問題作成から

試験、採点までを全てベネッセが行うことになっている。「業者テストに依存しない」と

いう通知の内容は変更されたのか、伺う。 

⑶ 「都立高校入試英語スピーキングテストに反対する保護者の会」が行った保護者アンケ

ートで、学校において保護者の同意なく申し込んだケースが９自治体あり、その中に練馬

区が含まれていたことが分かった。今回の申込み状況について、区として全校の保護者、

受験生への実態調査を行うべきである。いかがか。 

また、ESAT-Jの結果を都立高校入試に活用しないこと、今後はESAT-Jは中止するよう都

に求めるべきである。見解を伺う。 

【答弁】 

⑴ 学校給食費は、学校給食法の規定に基づき、保護者に食材料費をご負担いただく考えに

変わりはない。今年度の学校給食への食材費補助については、物価上昇が続いている状況

を踏まえ、来年３月まで延長した。生活困窮世帯に対しては、就学援助制度により援助を

行っている。国に無償化を求める考えはなく、区独自に無償化する考えもない。 

⑵ スピーキングテストは、中学校で身に付けた英語を話す力を客観的に評価するとともに、

生徒の高校における英語学習につなぎ、中学校と高校における英語指導の充実を図ること

を目的としている。 

本テストは、東京都教育委員会が設置する問題等検討委員会において、都教委が定める

出題方針に則り内容を決定しているため、業者が単独で作成しているGTECとは異なるもの

であり、業者テストには該当せず、指摘の通知に当てはまるものではない。 

⑶ 本テストの申込における保護者同意に関しては、現段階において保護者から区や学校へ
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の問い合わせはなく、実態調査を行う予定はない。 

また、都立高校の入試においては、学習指導要領で求められている「聞くこと」、「読

むこと」、「書くこと」、「話すこと」の４技能の習得状況を測ることが重要であると都

教委は説明している。そして練馬区教育委員会として、都教委に中止を求める考えはない。 

 

◆ 給食について  

 【質問】 

⑴ 練馬区ではアレルギーがある場合、年１回診断書の提出を必要とし、それ以外は診断書

不要としながら、実際には提出を求められるケースがある。他区ではアレルギーやそれ以

外の理由でも医師の診断不要で、親の判断により給食での提供を停止できる学校もあると

聞いている。手続きの簡素化を求めるが、見解を伺う。 

⑵ ストローレス牛乳の導入を求めるとともに、メーカー、都、国にも、ストローレス推進

を働きかけていただきたい。見解を伺う。 

⑶ 武蔵野市は都市でありながら、契約農家と提携しつつ有機給食を実現した。練馬区も区

内の有機農業化をさらに支援し、地産地消を進める一方で、地方と提携し、まずは、米か

ら有機に変えることを提案する。練馬区でも特別栽培米を取り寄せる学校もあり、その取

組を全校に広げたり、米食週3.8日のうちの１日から始める等、進めていただきたいが見解

を伺う。 

⑷ フードショックに備え、国産小麦へ転換すべきである。見解を伺う。 

【答弁】 

⑴ 学校給食の第一の目標は、適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ることにある。 

牛乳は、必要なカルシウム摂取のために提供している。アレルギー等により、牛乳を含

め摂取できない食材がある児童生徒には、校内で個々の状況を共有し、学校生活を安心し

て送れるようにするため、年１度の診断書の提出をお願いしている。 

⑵ プラスチックストローについては、都および容器等を製造する牛乳メーカーに対し、廃

止を働き掛けていく。 

⑶ オーガニック、有機栽培作物は栽培に労力やコストを要すること等から、耕作地面積も

全国の耕作地の0.5％程度となっており、流通量の点から学校給食への導入は困難である。

国は、耕作地の比率を25％まで引き上げることを目標としていることから、その動向を注

視していく。 

⑷ 国産小麦は輸入小麦の２倍の価格となっており、国産小麦への転換は保護者の負担増に

も直結することから、物価上昇が続く現在の状況では学校給食への導入は困難である。 

 

◆ 学校施策について  

 【質問】 

⑴ 学校に設置されている遊具は、学校教育だけでなく、学童クラブやひろば事業でも利用

され、活用されていることから、安全性を高めることは何より重要と考える。設置する遊

具の種類、事故の発生頻度に応じ、時宜にかなった遊具の点検や修繕、更新を行い、安全

性を向上させ事故を繰り返さない取組を要望するが、今後の遊具の管理に関する基本的な

考え方を伺う。 

⑵ 教育委員会、学校、学童クラブ、ひろば事業が切れ目なく連携して、予測される危険防

止対策や、子供たちに遊具の正しい使い方や事故につながりやすい行動を適切に伝えるこ

とを徹底していくべきと考えるが、区の取組を伺う。 

⑶ 学校給食について急激な物価高騰を受けて、利用しない食材が散見され、栄養バランス

は取れているものの、バリエーションが少なく感じられる。食育の観点からも、バリエー

ション豊かな食事の提供が求められるが、給食の質の確保へ向けた区の取組について伺う。 

⑷ 現在、給食用牛乳は東京都が区域ごとに分けて採用・納入しており、15区域のうち５区
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域に納入する３社がプラストローを採用していない紙パックを利用している。また、プラ

ストローのある区域の一部ではバイオマスストローを採用している。都に対し、バイオマ

スストローの採用、もしくはプラストローの廃止を要望していくのと同時に、廃ストロー

が出るのであれば、給食後に回収し、リサイクルする取組を行うなど、以前から取り組ん

でいる練馬産野菜の地産地消や、学校給食残渣「練馬の大地」への取組等も含めた区の

様々なＳＤＧｓへの取組を教育に生かしていくよう要望するが、区の所見を伺う。 

【答弁】 

⑴ 遊具の事故を防止するため、各小学校では、遊具の特徴に応じて、腐食や破損などの経

年劣化、ケガを起こしやすい隙間や突起はないかなど日常点検を行っている。異常が認め

られた場合には、専門業者による点検を実施し、必要に応じて修繕を行っている。引き続

き、遊具の安全性の確保に努めていく。 

⑵ 各小学校では、学校安全計画を定め、交通事故の防止や不審者への対応などの安全指導

に加えて、遊具などの正しい使い方や使用時の安全確認の方法などの指導を行っている。

今回、教育委員会から通知を発出し、学童クラブやひろば事業においても各小学校の学校

安全計画に基づく遊具の使用ルールや危険防止対策などについて共通理解を図ること、事

故が発生した際には情報共有を図ることを徹底した。引き続き、児童が安全に遊具を使用

できるよう取り組んでいく。 

⑶ 「練馬区立小中学校における食育推進計画」で目標に掲げる、食品を選択する能力や食

文化の理解を促すため、日頃からバリエーション豊かな食事に接することが必要である。 

区は本年４月から物価上昇に対応した給食食材料費への補助を実施し、献立の選択肢を

広げ、多彩な給食の提供に努めている。 

⑷ プラスチックストローについては、都および容器等を製造する牛乳メーカーに対し、廃

止を働きかけていく。 

また、大根やキャベツの一斉給食などの地産地消やリサイクルの推進など、取組の意義

を子供たちにわかりやすく伝え、食育の推進に努めていく。 

 

◆ 子どもの安全対策について  

 【質問】 

⑴ 「見守り用GPS端末」は、名刺の半分くらいの大きさの薄型の小型端末で、ランドセル等

の持ち物に入れ、GPSや街中のWi-Fiルーターとの通信状況などから、数分おきに子供の居

場所を送信し、家族はスマホアプリから移動場所が分かる機器である。防犯講習などの機

会を通じてGPS端末等のITを活用した機器が存在することを保護者に紹介すべきと要望する。

区の所見を伺う。 

⑵ 学校教育現場では、低学年向けに防犯標語の周知啓発などを警察と連携しセーフティ教

室として行われているが、学校内だけでは学べないことが多々あると考える。校外での防

犯教室を小学校全校で実施すべきと要望する。区の所見を伺う。 

⑶ 静岡県牧之原市で起きた、認定こども園通園バス車内で３歳の園児が死亡する事件を受

け、国は来年４月より、幼稚園バスへの安全装置設置を義務付ける緊急対策を取りまとめ

た。区として４月を待たずに、早急に幼稚園バスへの安全装置の設置と点呼確認体制の徹

底を行うべきと要望する。区の所見を伺う。 

【答弁】 

⑴ 教育委員会では、これまで、教育委員会事務局への警察官OBの配置、学校への民間警備

員の派遣、通学区域への防犯カメラの設置など様々な方法で、児童・生徒の安全対策に取

り組んできた。保護者が子供の居場所を把握できるシステムについては、GPSによるものを

はじめ、様々な製品が開発されている。「通学路安全点検」や「子供の見守り・安全講習

会」など、保護者の集まる機会をとらえて、情報提供していく。 

⑵ 小学校では、都の「安全教育プログラム」に基づき、社会科などの地域学習において、

学区域にあるひまわり110番の場所の確認や、事故や事件が起こりやすい場所の地域安全マ
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ップの作成などに多くの学校が取り組んでおり、校外で起こる危険性を理解し、行動でき

る力を身に付けられるよう指導している。今後は、生活指導主任会などを通じて、各校の

取組について情報交換を図るなど、子供の目線を反映した防犯教育を一層充実させていく。 

⑶ 本年９月に他県で発生した事故を踏まえ、区では、私立幼稚園38園のうち、通園バスを

運行している25園全てに対し、バスの運行状況や園児の出欠確認方法等を調査し、改めて

安全な運行と確認の徹底を指導した。通園バスへの安全装置については、今年度中の設置

ができるよう、現在、国および都が検討しており、内容が判明次第、早期の導入に向けて

取り組んでいく。引き続き、各幼稚園と連携しながら、園児の安全の確保を図っていく。 

 

◆ 主権者教育について  

 【質問】 

⑴ 練馬区でも高校生による選挙キャンペーンや区立学校で模擬投票等を行っているが、給

食のメニューといった架空の投票ではなく、現実の政治を題材とすることや、政治家にリ

アルで接することが重要である。区立の学校でも、実際の議員や候補予定者を呼んでの討

論会などリアルな取組も行うべきである。見解を伺う。 

【答弁】 

⑴ 区立小中学校では、社会科や道徳科などの授業を通して主権者教育を実施している。ま

た、学級活動や児童会・生徒会活動などで、学校生活上の諸問題や学校行事の計画・運営

等について、児童生徒が話し合いを通じて合意形成や、意思決定したりするなど、民主的

に物事を解決する方法を体験的に学んでいる。 

学習指導要領では、主権者教育の実施に当たり、教育基本法で禁止されている特定の政

党を支持する政治教育とならないよう、十分留意する必要があるとしている。政治家等を

学校に招く場合には、全政党の議員を招く必要があり、区立学校での実施は現実的に困難

である。 

 

◆ 新しい学校と子どもの権利について  

 【質問】 

⑴ 練馬区でも生徒自身が考えて決めるプロジェクト型学習中心のカリキュラムへ転換すべ

きである。当面は総合学習の時間を増やすこと。小規模のよさを活かし、小竹小や旭丘小

中一貫校などをモデル校にすること。新しい学校づくりについての見解を伺う。 

⑵ 「適応するよう指導する」という「適応指導」や、「適正」という言葉を使い、「適正

規模を確保し、適正配置を進めていく必要」という表現など、子供を枠にはめる言葉や考

え方を改めていただきたい。所見を伺う。 

【答弁】 

⑴ 区立小中学校では、総合的な学習の時間において、横断的・総合的な学習を通し、探究

的な学びを深めながら、自己の生き方を考える資質や能力を育んでいる。今月、区の研究

指定校として全国に授業を発表した開進第三小学校では、令和元年度からの４か年にわた

り課題研究に取り組み、農家の方との対話から、児童自らが美味しい野菜作りに興味をも

ち、課題を見付け、解決策を見出しながら収穫する等、主体的に活動に取り組む探究的な

学習を推進してきた。今後も、このような特色ある取組を研修会等を通じて全校に広げ、

学校の規模にかかわらず、地域の特性を生かした独自の教育活動を推進していく。 

なお、各教科等の授業時数は学校教育法施行規則で定められており、総合的な学習の時

間を増やす考えはない。 

⑵ 適応指導教室事業は、国が不登校対策として全国自治体に導入を進めてきた事業の名称

である。区では、適応指導教室で児童生徒の日々の状態を観察し、保護者とも情報共有し

たうえで支援方針を決定するなど、一人ひとりに寄り添った支援をしている。先日結果を

公表した不登校実態調査では、適応指導教室を利用した方の約９割が「利用をして良かっ
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た」と答え、生活満足度も高いなど、支援の効果が実証されている。 

学校は、学習だけでなく生活集団としての目的があり、一定規模の集団の中で児童生徒

を育成していくことが重要である。こうした観点から、学校教育法施行規則では、学級数

の標準を12以上18以下としているものと認識している。学校運営を行う上で、適正な規模

を確保し、良好な教育環境を整える必要がある。 

 

◆ 幼児教育について  

 【質問】 

⑴ 働き方の変化や幼児教育への期待等、社会の変化をうけて、幼稚園、保育園、認定こど

も園における連絡と連携の充実は、ますます高まっていると感じる。区の取組を伺う。 

⑵ 各施設の連絡体制の強化と交流の拡大は、区の子供政策においても、重要な要素であり、

今後、更なる充実を図るための取組が必要であると考える。所見を伺う。 

【答弁】 

⑴ 幼児期の教育・保育は、人格形成の基礎を培う上で重要であり、幼稚園、保育所などの

施設類型に関わらず、幼児期に育まれる資質や能力と小学校教育との円滑な接続が必要で

ある。区では、「練馬区教育・子育て大綱」において、幼稚園・保育所・小学校が連携し

て、育ちと学びの連続性を大切にすることを、重点施策の一つに位置付けている。幼稚園、

保育所、小学校の教職員が参加する幼保小連携研修を毎年度実施し、関係者同士の交流の

機会を設けている。 

また、練馬こども園と区立保育所では、幼稚園教諭と保育士の交流事業等を実施してい

る。今後も、幅広く関係者に参加を働きかけていく。 

⑵ 令和３年５月、国は「幼児教育スタートプラン」を公表し、地域の幼児教育と小学校教

育の関係者が連携して、カリキュラムや教育方法の充実・改善にあたることを推奨してい

る。こうした国の取組を受け、区教育委員会では、平成30年６月に作成した「ねりま接続

期プログラム」の令和５年度の改定に向けて、幼稚園・保育所・小学校の代表者で構成す

る幼保小連携推進協議会において、検討を進めている。 

 

◆ 子育て支援について  

 【質問】 

⑴ コロナ禍により少子化が想定を上回るスピードで進んでいる。出生動向基本調査による

と、「夫婦が理想の数の子供を持たない理由」の52.6％が「子育てや教育にお金がかかり

過ぎる」と経済的理由を挙げている。区の少子化克服への優先課題について伺う。 

⑵ 今後も待機児童ゼロの継続とともに、諸課題を整理解決し、多様な子育て支援の充実に

取り組むべきと提案する。所見を伺う。 

⑶ 区では、０歳から３歳の乳幼児とその保護者が遊んだり、交流の場の「ぴよぴよ」があ

るが、３歳児には物足りないとの声をいただいている。和光市の「わぴあ」のような雨の

日など屋内でおもいっきり遊べる場所の整備を要望する。所見を伺う。 

【答弁】 

⑴ 少子化が加速する中、子育て施策は保育行政だけでなく、労働政策、児童手当など、総

合的な観点で、国全体で取り組むことが必要である。区は、２年連続で保育所待機児童ゼ

ロを達成したほか、「練馬こどもカフェ」など区独自の取組や、低所得世帯、ひとり親家

庭への支援をはじめ、様々な経済的支援を実施している。引き続き、各家庭が子育てのか

たちを選択できるよう、子育て支援の充実を図っていく。 

⑵ 保育所ではこれまで、園庭開放や地域交流、ふれあい給食などを通じて在宅子育て家庭

への相談支援を行ってきた。引き続き、支援の充実に取り組んでいく。 

⑶ 区は、子育てのひろばを平成27年度の22か所から26か所に、外遊び型子育てのひろば

「おひさまぴよぴよ」を27年度の４か所から７か所に順次拡大してきた。児童館等でも乳
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幼児が安全に遊べる場所を提供している。今後とも年齢に適した遊び場の充実を図ってい

く。 

 

◆ 保育所の人員体制について  

 【質問】 

⑴ 保育現場でも、事故報道のたびに対策されてきたが機器やICTだけでなく、人手を増やす

ことが最優先である。事故防止の観点で、人員体制を強化する重要性について見解を伺う。 

【答弁】 

⑴ 区は、国の基準に上乗せし、保育士や看護師等を加配して保育を行っている。現時点で、

事故防止の観点で区独自に人員体制を強化する考えはない。 

 

◆ 中高生の支援について  

 【質問】 

⑴ 非行による一時保護の状況を伺う。 

⑵ 練馬区では「練馬区青少年育成活動方針」のリーフレット等で相談窓口を周知している

が、肝心の子供たちに周知が行き届いているのか不安を覚える。今後は、どうしたら子供

たちに伝わるのかを、子供たち自身に考えさせることも必要ではないかと提案するが、区

の所見を伺う。 

⑶ 現在、児童館に来館する中高生はどの程度いるのか。また、最近では児童館の取組の一

つとして「中高生カフェ」に力を入れていると伺ったが、状況を伺う。 

⑷ 児童館に多くの中高生が訪れるようになれば、その子供たちの日常の様子に変化がある

ことを児童館の職員は気付くのではないか。また、様子の変化に気付けば相談に乗ること

も可能である。中学校卒業後も、その高校生が児童館を訪れるようになれば、引き続き、

見守ることが出来るようになるが、児童館という名称は幼いイメージがあるため、中高生

は行きづらいのではないかと考える。中高生が行きやすい名称に変更するくらいの意気込

みで取り組むべきと考える。所見を伺う。 

【答弁】 

⑴ 令和３年度、東京都児童相談所が非行を理由として一時保護を行った12歳以上の子供は

538人だった。また、一時保護全体に占める非行の割合は３割弱となっている。 

一般的に非行の背景には、被虐待体験、不適切な養育や、大人に対する不信感・反抗心

があることが多いと言われている。非行に関する相談には、心理的なアプローチが重要で

あるため、区は、児童相談所などと連携して対応している。 

⑵ 相談先は、全児童生徒に毎年配布する「青少年育成活動方針」や「子ども相談カード」、

各学期の初め、長期休業前、夏休み明け直後に配布する国や都、NPO法人などを含む様々な

相談窓口を記載した「リーフレット」などにより伝えている。 

さらに、全児童生徒に配布したタブレットには、誰にも知られずに相談ができる「子ど

も相談メール」や相談先が一覧となっている「TOKYOほっとメッセージチャンネル」を登録

する等、子供達が身近にアクセスしやすいコンテンツを用意し、対応している。 

今後、児童館等で子供自身に考えを聞き、より効果的な周知に取り組んでいく。 

⑶ 区は、平成18年度、モデル事業を開始し、22年度から本格実施した。28年度から、全17

館に拡大し、児童館を利用している中高生は、概ね年間４万人となっている。令和２年度

に試行開始した「中高生カフェ」は、くつろいだ環境の中で勉強や友達など様々なことを

気軽に話したり聴いたりすることで、心配や不安を軽減し喜びを共有する、寄り添い型の

相談機能の強化を目指している。 

⑷ 区内の全ての都立・私立高校に児童館の事業等を紹介したところ、「出前中高生カフ

ェ」への要請があった。今月から高校１校で月１回、図書室を使用してスタートすること

となった。今後とも、課題を抱える中高生が孤立することのないよう支援につなげていく。
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また、児童館の名称については、中高生の意見も聞きながら、検討していく。 

 

◆ 児童虐待について  

 【質問】 

⑴ 2016年から直近までの練馬区における通告・対応件数の推移を伺う。 

⑵ 練馬区における対応状況について、所見を伺う。 

⑶ 区で行った実態調査を受けて、学校等で発見したヤングケアラーの情報集約、情報の一

元管理のもと、より実態を把握する仕組みを整備するとともに、ヤングケアラーの状態の

変化に合わせ、教育、子育て、福祉、保健の分野で連携し支援する体制の構築を目指して

いくとしているが、「地域社会」という概念も入れていただきたい。ヤングケアラーを含

む虐待防止への取組は社会全体で取り組む課題であり、練馬区はその全てを横串で繋いで

いく動きをとっていただきたい。所見を伺う。 

【答弁】 

⑴ 児童虐待の件数は、警察からの通告件数の増加に伴い増加傾向にあり、内容についても

複雑化・深刻化している。区子ども家庭支援センターへの通告件数は、平成28年度には396

件だったが、令和３年度は、1263件と約３倍になっている。 

⑵ 子ども家庭支援センターでは、通告のあったすべてのケースについて、調査結果をもと

にリスクアセスメントシートを用いて、リスク評価を行い、対応している。また、毎週開

催する支援検討会議において、弁護士や児童相談所勤務経験者等の助言を受け、必要に応

じてリスク評価を見直している。０歳児などハイリスクで重篤化する可能性があるケース

等は、練馬区虐待対応拠点において、日常的に都区でリスク協議を行っている。引き続き、

ケースの状況を踏まえながら、都区協働による適切な支援を行っていく。 

⑶ ヤングケアラーを発見し、必要な支援につなげるには、地域全体で子供たちを見守り、

周囲の大人が早期に子供の変化に気付くことが重要である。 

区では、ヤングケアラーを理解し、早期に発見するためのスキル向上研修を、小中学校

の教職員、児童館職員や介護事業所など、子育てや福祉に関わる職員を対象に今年度実施

した。今後も、継続的に関係者への研修を実施し、スキルの向上に取り組む。 

あわせて、区報や区ホームページなど様々な媒体により、ヤングケアラーについて周

知・啓発を行うとともに、「練馬区介護週間」などのイベントの機会を通じて、幅広く地

域への情報発信に取り組んでいく。 

また、ヤングケアラーの子供や家庭は、要保護児童対策地域協議会の地域ネットワーク

会議の対象となることを、教育、子育て、福祉、保健の関係者に改めて周知した。今後も、

地域の関係者に発見や支援の協力を働きかけながら、各分野が連携した相談支援体制を整

えていく。 

 

◆ 18歳以降の支援体制について  

 【質問】 

⑴ 子ども家庭支援センターにおいて見守りを行っていた子供のうち、18歳以降も関わりが

必要と思われる対象の方のケアは、どのようにその先につなげていくのか、伺う。 

【答弁】 

⑴ 令和３年12月21日付で閣議決定された「こども政策の新たな推進体制に関する基本方

針」は、基本理念の一つに「こどもや家庭が抱える様々な複合する課題に対し、制度や組

織による縦割りの壁、年齢の壁を克服した切れ目ない包括的な支援」を掲げている。 

子ども家庭支援センターでは、妊娠期から保健相談所と連携して特定妊婦の支援を行っ

ている。要保護・要支援の子供や家庭に対しては、定期的な家庭訪問や面接を行い、子供

や家庭の状況の把握に努め、必要に応じてショートステイサービスを提供するなどの対応

を行っている。 
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また、複合的な課題がある子供や家庭については、福祉、保健、教育、子育て等の関係

機関で構成する要保護児童対策地域協議会を活用し、連携して相談支援を行っている。18

歳以上で支援が必要となる場合は、福祉事務所、保健相談所などと連携し、家庭や子供の

状況に応じて、福祉サービス等につなぐなどの対応をしている。引き続き、福祉・保健部

局などと連携しながら、切れ目のない支援を行っていく。 

 

◆ 子どもアドボカシーについて  

 【質問】 

⑴ 練馬区も、子どもアドボケートの仕組みを構築すべきである。現在国では、社会的養護

における制度として進めているが、本来すべての子供たちに保障すべきであり、独立性と

権限をもった機関が必要である。見解を伺う。 

⑵ 区でできることとして、勉強会、ピアアドボカシーの場づくりや意識啓発等の取組を求

める。見解を伺う。 

【答弁】 

⑴ 令和６年４月から施行される改正児童福祉法では、都道府県は、児童相談所が一時保護

等の措置を行う際に、子供の意見表明等を支援する事業を実施することが努力義務とされ

ている。都は、令和３年12月から都児童福祉審議会専門部会において、子供の意見表明を

支援する仕組みの検討を行っており、今後予定される専門部会からの提言を受けて体制を

整備すると聞いている。都と緊密に連携し、子供たちの権利擁護に取り組んでいく。 

⑵ 区では現在、専門性を有するスクールソーシャルワーカーや児童館職員などが、子供た

ちの声を丁寧に聞き取り、子供の最善の利益となるよう支援している。また、こどもまつ

り、子ども議会等の子供に関わる事業の企画、実施にあたり、子供たちが主体的に考え活

動できるよう取り組んでいる。こうした取組が、子供が社会の一員であり、権利の主体で

あることへの理解につながるものと考えており、引き続き取り組んでいく。 

 

参考） 区長部局答弁 

◆ 区における児童相談体制について  

 【質問】 

⑴ 区は、児童相談体制の強化について独自に取り組み、2020年７月には練馬区虐待対応拠

点を創設した。区の子ども家庭支援センター内に都児相のサテライトオフィスを設置し、

都区共同実施モデル事業として注目された。また、連絡体制の強化により、多くの実績を

成し遂げてきた。改めて、練馬区モデルの利点を伺う。 

⑵ 2024年に東京都により練馬区児童相談所が設置される。これまで虐待対応拠点が担って

いた役割と使命は、次の体制において、どのように強化されるのか伺う。 

【答弁】 

⑴ 子供を虐待から守るためには、区による地域に根差したきめ細かい寄り添い支援と、都

の広域的・専門的支援の組み合わせがベストである。令和２年７月、練馬区と東京都が合

同で設置した虐待対応拠点は大きな成果を上げている。例えば、両親からの虐待を恐れて、

学校からの帰宅を拒否した事例では、児相職員が拠点から学校に直ちに駆けつけ、一時保

護につなげた。一時保護から家庭に復帰した事例には、児相職員と子ども家庭支援センタ

ーの職員が連携して継続的に支援している。 

⑵ 東京都は、令和６年度に都立練馬児童相談所を区の子ども家庭支援センターと同一施設

内に設置する。都区連携による児童相談体制が更に強化されるものである。都区合同の検

討会議や虐待通告に基づく合同の家庭訪問などが常時可能となり、一時保護や児童養護施

設入所などの法的対応も迅速に行われるようになる。引き続き、都区の連携を着実に進め、

児童相談体制の更なる充実を図っていく。 



１　日付　　令和４年12月６日（火）

２　場所　　全員協議会室

３　質問要旨

1) 給付目的、給付額、給付方法、給付スケジュール、周知方法、

対象世帯および見込み世帯数について

2) これまでの子育て家庭への給付実績について

3) 生活保護における給付金の収入認定について

4) 所得税における給付金の取扱いについて

5) 他自治体における子育て家庭支援の取組について

令和５年１月13日
教育委員会事務局

令和４年第四回練馬区議会定例会予算特別委員会における質問項目について

低所得の子育て家庭への臨時給付金について

子育てに関する
質問内容


